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懇織選偽幾重機55
ご利用下さい、法人会の福利厚生制度を.ゲ

会員の皆様を対象に、現在法人会が取扱ってお

ります、福利厚生制度についてその概要をご紹介

致します。

1、経営者大型総合保障制度

経営者及び主要幹部役員が不測の事故に遭った

場合の企業の損害に備えるもの

O 企業が保険契約者となって保険料を負担

O 保険料は全額損金算入。被保険者は経営者等。保険金受取人は企業 (保険金を受取った
ときは、益金算入)企業は受取った保険金

をもって、死亡退職金、弔慰金等に充てる、

(損金支出)あるいは企業の資金に充てる。

O 最高3億円の大型保障

O 入院・手術・休業保障を含む豊富な給付内
Fh 
合

59年11月現在の加入状況

320社 807件(町田法人会)

136， 775社 325，094件(全国法人会総連合)

2、経営者退職年金制度

経営者、役員のための退職金の積立制度

o 月々計画的な掛金で多額の退職金の準備が
できます。

O 積立金は年金、一時金いずれかの方法でも

お受取りになれます。。掛金は安全有利に運用され、いつ脱退され
ても掛損はありません。。在職中は、この制度で積みたて、退職時に
一時金で受取り次の「経営者のための個人

年金制度」につなげるのが有利です。

59年10月現在の加入状況

~厚生委員会~

32社 42人 98口(町田法人会)

15，056社 26，112人 86，232口(全法連)

3、経営者のための個人年金制度

公的年金(厚生年金等)を補充し、自らの力で

最も有利に年金が得られるよう、特に法人会が

創り出した、年金制度。

将来公的年金は財政事情の悪化により給付額

の圧縮、掛金の値あげ、給付開始年令の延期等

が予想、され、条件が悪くなることは免れそうも

ありません。これに備えて自らの力で守る必要

があります。生涯を保障する終身年金です。

10年の保障期聞がありますので期間内に死亡

された場合でも、ご家族に残額が支払われま

す。

生保型と信託型の二種類があり、それぞれ

特徴をもっております。

59年10月現在の加入状況

生保型 7件信託型 36件

(町田法人会)

4，031件 。 4，5臼件(全法連)

4、特定退職金共済制度(東法連実施)

従業員の退職金を確保するための制度でいかな

る場合で、も従業員に確実に退職金が支払われる

よう、月掛けで積立てることにより退職金制度

が容易に確立され、求人対策、従業員の意欲向

上、定着化に役立ちます。

原則として、全従業員を加入させ、掛金月額

は一口 1，000円で16口まで加入出来ます。

過去勤務期間 (10年限度)分も積立てること

が可能です。

59年11月現在加入状況
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69社 377人 1，958口(町団法人会)

6，845社 45，636人 291，804口(東法違)

法人会人間ドック制度

現在、町田市内で法人会人間ド yク実施病院と

して、指定されておりますのは、後記の三病院

です。

いずれも、内容の濃い検診を廉価で実施し、

しかも検診後のフォローアップ指導まで行なっ

ております。

@ 受診資格

会員企業の役員とその家族および従業員。 た

だし、あけぼの病院の場合は従業員の家族も可。

@ 受診費用

男性 1人30，000円、 女性 l人32，000円。ただ

し、あけぼの病院の場合以外は男女とも検査

内容が同一であるため女子も30，000円です。

@ 受診手続

希望者は、法人会事務局より受診証の交付を

受け、直接病院に受信日時その他の予約を行な

って下さい。なおあけぼの病院の場合は直接医

事課に申し込んで下さい。電話でも結構です。

* 町田法人会指定病院
(1) 成南病院南成瀬1-1-2TEL(28)7811

(2) fHT田胃月駒丙院 j@.lllT1 -1 7 -21 TEL (26)6511 

(3) あけぼの病院 中f"T1-11-11T乱闘，)1111

新がん保険制度

(1) もしもとがんとで入院されたら 1ヶ月 (30

日)45万円 (主たる被保険者 l口当り)の入

院給付金が支払われます。

また三口まで加入することが出来ます。

退院後の療養には在宅療養給付金として退院

時に一口につき20万円が支払われます。

死亡時には死亡保険金として一口につき

150万円が支払われます。

(死亡時の年令満65才以上の場合は75万円が支

払われます。)

(2)保険料は契約時の満年令で決まりますから

早くご加入になるほど安くその保険料で終身

保障されます。

(3) 法人会の他の各種福利厚生制度を補充する

もので、18才から80才までの方が加入できま

す。

(4) 日本人の死亡原因の第l住がくがん〉です

57年のくがん〉による死亡者は17万 4，800人

といわれています。しかし早期発見、早期治

療により 2人に 1人は治るともいわれており

ます。

くがん)の治療には多額のお金が必要です

が、新がん保険により安心して治療に専念す

ることが大切です。

以上、それぞれの制度についての詳細は、

法人会事務局まで、:fJ'問合せ下さい。

ご利用下さい 昭和59年分相続税財産評価基準

路線価格

評価倍率表

以上、町田税務署関係が当会に東京国税局より 配布されてお りますの

でご利用される方は(社)町田法人会、事務局にお出で下さ しユ。
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①納税表彰式典

昭和59年11月13日伏) 午後2時より町田市民ホ

ールにおいて町田税務署管内各納税協力団体に対

し納税表彰式典が挙行されました。

枇)町田法人会関係にては次の各氏が町田税務署

早川署長より納税表彰の栄誉に浴されました。

大 表彰状附ケーユ一商事井上恵博氏

交感謝状附 三 和小山克己氏

@ 全法連創立30周年記念式典一一挙行

全国から 2，500余名の会員参加のもと

中曽根総理大臣・竹下大蔵大臣が臨席祝辞-

11月9日射)全国法人会総連合の、創立30周年記

念式典が挙行されま した。当日は北は北海道から

南は沖縄まで実に2500余名の会員が会場狭しとば

かり参加されました。式典は国歌斉唱、物故者に

対する興対寿等々、来賓の挨拶に入いり政務ご多忙

の中を中曽恨総理大臣 ・竹下大蔵大臣の政府首脳

と、その他鈴木東京都知事、ほか各界の首脳がご

臨席のうえ、それぞれ法人会活動を称賛する ご祝

辞をT頁きましたことは法人会事業のなかでも特筆

すべき行事であったと思います。

当会からは三橋会長はじめ 8名参加、 全国の会

員と共に歓談この盛大な式典を祝いました。

なお、町団法人会三橋会長には、長年の法人会

活動の功労に対し功労表彰の思典に浴され、また

件土問I田法人会も会員増強優秀会として金賞を受彰

の栄誉に浴しました事をご報告致し ます。

(新高車命プリンスホテルにで)

会費納入についてのお願い i 
i 当法人会も会員の皆様のご理解あるご協力のお陰にで会員も大変に多くなりました、有が i 
i たく深く感謝致しております。それにともない、 地域が広範囲のため、会費の徴収方法と致 i 
i しまして前々から多数の会員の皆様にご協力項いております三井ファイナンスによる会費の i 
! 引落し、 また、 当会取引金融機関へのお振込みの方法に切換えて項き事務処理の簡素化にご ! 
i 協力下さるょうお願い致します。 ~

E なお、地区役員が直接集金にお伺いする場合もございますので、その節は何卒よろし くご E 
i 協力のほど重ねてお願い致します。

法人会会費振込先金融機関 i 
i | 取引先銀行名 | 預金種類 | 暗号 | 口 座 番 号 | i 

~ 横浜銀行町田支 庖 | 普通預金 93101 3 8 5 4 ! 
富士銀 行 ク // 266 539960 ! 
住友銀行 。 I ク 2529671 9 

三 井銀行 ク | ク 17841 9 2 9 3 0 

i | 三 菱銀行 ク // 228 4440282 | i 

~ 安田信託銀行町田支庖 | ク 3 8 602 3 2 0 

I 八千代信用金庫町田支庖 | ク 1 0 0 1 640 1 1 I 
~ 東京都民銀行玉川学園支庖 | ク 06003  1 3 328 l i 
東都信用組合// 05 49191 1i  

i 協和銀行成瀬支庖 当座預金 245-003931

~ J¥千代信用金庫南町田支庖 普通預金 29-0157972

同』ー一一一
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